
 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
の
年
末
、

日
本
民
藝
協
会
主
催
の
琉
球
観
光
団
を
引

率
し
て
柳
宗
悦
は
第
三
回
目
の
訪
沖
に
出

発
し
た
。
「
沖
縄
の
貧
し
さ
に
つ
い
て
の

み
聞
か
さ
れ
て
」
き
た
柳
は
、
「
沖
縄
が

有
（
も
）
つ
富
」
に
つ
い
て
知
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
、
こ
の
観
光
団
を
組
織
し
た
の

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
旅
の
途

中
、
翌
年
一
月
七
日
の
座
談
会
で
柳
ら
民

藝
関
係
者
と
沖
縄
県
警
察
部
長
の
間
で
予

想
し
な
か
っ
た
論
争
が
始
ま
る
。
柳
ら
民

藝
関
係
者
た
ち
の
沖
縄
語
賛
美
に
対
し

て
、
「
挙
県
的
運
動
」
と
し
て
標
準
語
の

使
用
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
県
側

は
、
学
務
部
の
名
で
「
敢
（
あ
え
）
て
県

民
に
訴
う
民
芸
運
動
に
迷
う
な
」
と
い
う

声
明
を
一
月
十
一
日
の
那
覇
三
紙
『
沖
縄

朝
日
』
『
沖
縄
日
報
』
『
琉
球
新
報
』
に

同
時
に
発
表
し
た
。
柳
宗
悦
の
反
応
は
速

く
、
翌
十
二
日
に
は
「
国
語
問
題
に
関
し

沖
縄
県
学
務
部
に
答
え
る
の
書
」
を
書

き
、
十
四
日
に
は
上
記
三
紙
に
掲
載
さ
れ

た
。 

 

柳
宗
悦
の
主
張
は
い
た
っ
て
単
純
な
正

論
で
あ
っ
た
。
「
標
準
語
も
沖
縄
語
も
共

に
日
本
の
国
語
で
あ
る
」
。
一
方
は
中
央

語
、
一
方
は
地
方
語
で
あ
る
が
「
国
語
と

し
て
共
に
尊
重
さ
れ
る
可
（
べ
）
き
で
あ

る
」
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
一
方
で

「
意
義
深
き
皇
紀
二
千
六
百
年
を
迎
え
」

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
近
づ
く
な
か
で
、

沖
縄
県
の
標
準
語
励
行
運
動
は
切
迫
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
の
柳
宗
悦

の
第
四
回
訪
沖
の
お
り
に
実
現
し
た
淵
上

房
太
郎
沖
縄
県
知
事
と
の
面
会
（
八
月
二

日
）
で
は
、
柳
の
「
方
言
を
廃
止
さ
せ
る

意
向
な
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、
知

事
は
「
そ
う
で
す
。
標
準
語
に
更
（
か
）

え
ぬ
限
り
此
の
県
の
発
展
は
あ
り
ま
せ

ん
」
「
こ
の
県
は
日
清
戦
争
の
時
で
も
支

那
〔
中
国
〕
に
つ
こ
う
と
し
た
人
が
い
た

位
で
す
」
と
答
え
て
い
る
（
柳
宗
悦
の

「
手
記
」
に
よ
る
）
。
軍
国
主
義
の
皇
国

化
の
た
め
に
沖
縄
方
言
撲
滅
に
よ
っ
て
沖

縄
の
人
び
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
空

洞
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
国
策
が
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。 

 

こ
の
一
連
の
論
争
の
中
で
と
く
に
注
目

さ
れ
る
の
は
、
柳
宗
悦
が
方
言
（
問
題
）

と
い
う
語
を
あ
ま
り
用
い
ず
、
国
語
（
問

題
）
と
い
う
語
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
標
準
語
と
琉
球
語
を
対
等

な
「
日
本
の
国
語
」
と
み
な
す
見
地
に
立

つ
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
言
語
は
民

族
の
精
神
、
人
権
、
習
慣
、
延
（
ひ
）
い
て

は
文
学
、
音
楽
等
と
密
接
に
し
て
必
然
な
結

縁
」
を
も
っ
て
地
方
文
化
を
支
え
る
の
だ
と

い
う
独
自
の
柳
の
文
化
観
に
よ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
は
こ
う
し
た
多
様
な

言
語
文
化
の
複
合
で
あ
る
ゆ
え
に
尊
重
さ
れ

る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
今
日

的
な
多
文
化
主
義
の
思
想
を
は
っ
き
り
と
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の
言
語
学
研

究
は
日
本
語
の
系
統
を
本
土
語
方
言
と
琉
球

語
方
言
の
二
つ
に
大
別
す
る
が
、
琉
球
語
の

重
要
な
価
値
に
つ
い
て
も
柳
宗
悦
は
先
見
の

明
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

沖
縄
と
民
芸 

 
 

 
 

（
三
）
論
争
す
る
柳
宗
悦 

「
国
語
問
題
」 
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柳
宗
悦
の
「
国
語
問
題
」
論
争
を
特
集
し
て
い
る
『
わ

が
沖
縄 

方
言
論
争
』
（
一
九
七
〇
年
、
木
耳
社
）
の

箱
と
目
次
、
及
び
『
柳
宗
悦
全
集 

第
十
五
巻 

沖
縄

の
伝
統
』
（
一
九
八
一
年 

筑
摩
書
房
）
の
さ
し
絵
。 



 

五
月
二
十
三
日
、
沖
縄
別
院
に

て
「
玉
代
勢
法
雲
師
祥
月
命
日
法

要
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

師
は
、
沖
縄
県
民
と
し
て
は
じ

め
て
の
大
谷
派
僧
侶
で
あ
り
、
ハ

ワ
イ
開
教
使
と
し
て
生
涯
を
お

く
っ
た
稀
代
の
人
で
あ
る
。 

 

明
治
の
初
め
、
沖
縄
で
解
禁
と

な
っ
た
浄
土
真
宗
は
、
那
覇
に

「
那
覇
説
教
所
」
を
設
け
布
教
に

臨
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
祖
母
に
手

を
引
か
れ
て
聞
法
に
通
っ
て
い
た

少
年
が
、
後
の
玉
代
勢
法
雲
師
で

あ
る
。 

 

師
は
沖
縄
の
中
学
校
に
進
学
し

た
後
、
京
都
の
真
宗
京
都
中
学

に
入
学
し
、
東
京
の
真
宗
大
学

へ
と
進
ん
だ
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
に
精
通
し
、
「
華
厳
経
」

の
最
初
の
翻
訳
を
行
っ
た
ひ
と

り
で
あ
る
。
卒
業
後
も
研
究
を

続
け
る
が
、
病
に
倒
れ
、
沖
縄

に
帰
っ
て
か
ら
は
名
護
に
あ
っ

た
「
名
護
布
教
所
」
で
真
宗
を

ひ
ろ
め
た
。
そ
の
後
、
開
教
使

の
命
を
受
け
、
ハ
ワ
イ
に
渡
り

「
マ
カ
レ
ー
本
願
寺
」
を
開

き
、
移
民
の
中
で
も
特
に
差
別

さ
れ
て
い
た
沖
縄
県
人
の
地
位

向
上
に
尽
力
し
た
。 

 

現
在
、
マ
カ
レ
ー
の
荘
厳
は

沖
縄
別
院
が
継
承
し
、
師
の
念

仏
の
こ
こ
ろ
を
受
け
継
い
で
い

る
。 

【
玉
代
勢
法
雲

た
ま
よ
せ
ほ
う
う
ん

師 
 
 
 
 
 

祥
月
命
日
法
要
】 

 

五
月
十
一
日
か
ら
五
月
十
二
日

の
日
程
で
、
沖
縄
別
院
・
読
谷

村
・
名
護
市
愛
楽
園
に
て
ハ
ン
セ

ン
懇
の
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 
 

 

沖
縄
別
院
で
は
、
回
復
者
で
地

域
で
暮
ら
す
平
良
仁
雄
氏
よ
り
回

復
者
の
会
の
活
動
報
告
と
課
題
に

関
し
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
昨
年
戦
後
八
十
年
を
む
か
え

た
こ
と
か
ら
、
読
谷
村
で
は
知
花

昌
太
郎
氏(

教
化
拠
点
我
何
寺)

に

ビ
チ
リ
ガ
マ(

自
然
壕)

を
案
内
頂

き
、
何
我
寺
で
は
、
「
集
団
自

決
」
に
よ
り
犠
牲
に
な
っ
た
チ

ビ
チ
リ
ガ
マ
と
、
生
き
延
び
た

シ
ム
ク
ガ
マ
の
人
た
ち
が
お
ら

れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。 

 

二
日
目
は
名
護
市
に
あ
る
沖

縄
愛
楽
園
に
て
、
愛
楽
園
交
流

会
館
の
学
芸
員
に
話
を
聞
い

た
。
戦
時
中
の
患
者
作
業(

防

空
壕
堀
り)

で
、
末
端
神
経
の

感
覚
を
失
っ
た
患
者
た
ち
が
手

作
業
に
従
事
し
、
怪
我
を
し
命

を
失
っ
た
事
や
、
防
空
壕
の
中

で
す
し
詰
め
状
態
に
な
り
身
動

き
が
取
れ
ず
す
ご
し
た
事
、
ま

た
園
内
の
済
井
出
中
学
校
跡
で

は
、
学
ぶ
喜
び
は
あ
っ
た
が
病

気
を
隠
す
た
め
に
卒
業
証
書

を
破
っ
た
事
、
進
学
希
望
し

た
高
校
で
病
気
が
理
由
で
入

学
拒
否
さ
れ
た
事
な
ど
を
聞

い
た
。
そ
の
後
、
資
料
館
を

見
学
し
、
納
骨
堂
前
で
勤
行

を
し
て
園
を
後
に
し
た
。 

【
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に 

 
 
 
 
 

関
す
る
懇
談
会
」 

 
 
 
 
 
 
 

連
絡
会
開
催
】 

 
 

私
は
沖
縄
県
宜
野
湾
市
で
設
計
事
務
所
を
経
営
し
て
い

る
者
で
す
。
建
築
関
係
の
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
以
前
か
ら

「
他
力
」
と
い
う
文
言
が
目
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味

な
の
か
調
べ
る
と
、
自
分
以
外
の
周
り
の
人
が
自
分
を
助
け

て
く
れ
る
こ
と
だ
と
書
い
て
あ
り
、
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
最
近
「
他
力
」
と
は
仏
教
用
語
だ
と
わ
か
り
、

仏
の
力
と
人
間
社
会
に
深
く
関
係
し
て
い
て
、
人
間
関
係
の

縁
に
深
い
意
味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
私
は

七
十
七
歳
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
遅
く
は
な
い
と
思

い
、
仏
教
の
教
え
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も

近
く
に
東
本
願
寺
沖
縄
別
院
が
あ
り
、
十
年
ほ
ど
前
に
知
り

合
っ
た
別
院
の
職
員
の
顔
を
思
い
出
し
、
早
速
別
院
を
訪

ね
、
仏
教
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
学
び
た
い
と
伝
え
た
と
こ

ろ
、
毎
週
土
曜
日
に
土
曜
礼
拝
が
あ
り
、
一
緒
に
茶
話
会
も

開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
三
か
月
、
毎
週
通
っ
て
い
ま
す
。
仏
教
の
法
話

は
い
つ
も
新
鮮
な
驚
き
が
あ
り
ま
す
。
法
話
の
内
容
は
今
ま

で
の
知
識
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
初
め

て
聞
い
た
内
容
に
驚
き
と
と
も
に
奥
深
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
法
話
後
の
茶
話
会
が
楽
し
み
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
会

話
の
中
に
お
互
い
相
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て

日
々
の
業
務
と
は
ま
た
違
っ
た
、
楽
し
い
時
間
で
す
。
よ
い

時
間
と
よ
い
会
話
、
よ
い
縁
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

感
謝
…
南
無
阿
弥
陀
仏
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
浄
土
真
宗
と
の
出
会
い
」 

長
嶺 

安
一 
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愛楽園平和ガイド 早田豪前にて 

沖
縄
別
院 

門
徒 

長谷輪番による法話 法名軸 

沖
縄
は
今
！ 


